
今回、風流が国重要
無形民俗文化財に指
定されたことは、地
域や風流に関わる人

にとって誇らしいことで、今後の活動への励
みになります。これも全て、約770年もの間、
風流を守り続けてきてくれた先人たちのおか
げです。私たちはこの意思を継ぎ、後世まで
風流・節頭を絶やしてはいけないと改めて強
く感じました。最近は、経験者が大人になる
につれて市外に出ていくことも多く、後継者
の減少が心配されます。国の指定を受けたか
らといって私たちの活動が変わるわけではあ
りませんが、荒
尾に高い評価を
受ける民俗芸能
があることを
知ってもらい、
見て興味をもっ
てもらうきっか
けになればと思
います。

　小学3年生のとき
に、地区の区長さ
んに勧められて稚
児を務めるようになりました。小太鼓や笛を
リードする大太鼓の役なので、周りの音を聞
き、リズムを考えながら舞や太鼓を披露して
います。稚児を初めて務めた年は、笠の重さ
に耐え切れず気分が悪くなったこともありま
したが、経験が増えるごとに、その歴史の長
さや重みを感じ、今は伝統を残すことへの責
任感や使命感をもって取り組んでいます。こ
としの奉納が稚児として最後の務めになりま
す。風流に込められた悪霊退散への思いだけ
でなく、受け継いできた人たちの思いや、今
まで自分を支えてくれた人たちへの感謝も込
めて舞いたいです。来年からは師匠として、
この貴重な経験を次の子に伝え、大人になっ
ても風流を守り継続させることに積極的に貢
献していきたいです。

　

野
原
八
幡
宮
風
流
は
、
菰
屋

野
原
・
川
登
の
３
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
伝
わ
る
民
俗
芸
能
で
す
。

　

毎
年
10
月
15
日
に
行
わ
れ
る

野
原
八
幡
宮
の
祭
礼
「
の
ば
ら

さ
ん
」
で
は
、「
節
頭
行
事
」
と

併
せ
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

風
流
は
悪
魔
祓
い
を
起
源
と

し
て
お
り
、
口く

で
ん伝
で
そ
れ
ぞ
れ

伝
わ
っ
て
い
る
た
め
、
地
区
に

よ
り
衣
装
や
舞
い
に
も
そ
れ
ぞ

れ
少
し
ず
つ
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
獅し

し
が
し
ら

子
頭
に
見
立
て
た

笠
を
つ
け
た
２
人
の
稚ち

ご児
が
、

歌
や
笛
に
合
わ
せ
て
小
太
鼓
と

大
太
鼓
を
打
ち
つ
つ
踊
り
ま
す
。

２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
６
年
間
太
鼓

役
を
務
め
た
あ
と
、
師
匠
と
な
っ

て
、
新
し
い
太
鼓
役
の
稚
児
を

指
導
し
ま
す
。

　

例
年
、
稚
児
を
務
め
る
子
ど

も
た
ち
は
、
本
番
の
１
週
間
ほ
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ど
前
か
ら
太
鼓
や
踊
り
の
練
習

を
し
て
お
り
、
頭
に
被
る
た
め

の
笠
づ
く
り
は
笠か

さ
き
り切
と
称
し
て
、

各
地
区
で
毎
年
作
成
し
ま
す
。

　

風
流
は
こ
れ
ま
で
、
国
選
択

無
形
民
俗
文
化
財
（
記
録
作
成

等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の

民
俗
文
化
財
）
及
び
熊
本
県
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
し

た
が
、
令
和
元
年
か
ら
令
和
２

年
に
か
け
て
、
野
原
八
幡
宮
風

流
保
存
調
査
等
委
員
会
が
調
査
・

執
筆
し
た
報
告
書
『
野
原
八
幡

宮
風
流
』
を
も
と
に
国
文
化
審

議
会
が
審
議
し
、
１
月
15
日
に

国
指
定
の
答
申
を
受
け
、
官
報

告
示
日
の
３
月
11
日
㈭
を
も
っ

て
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
と
な
り
ま
し
た
（
熊
本
県

内
で
は
５
件
目
）。

　

荒
尾
の
風
流
は
、
福
岡
県
南

部
か
ら
熊
本
県
北
部
に
か
け
て

分
布
す
る
同
じ
種
類
（
風
流
）

の
芸
能
の
移
り
変
わ
り
の
過
程

や
地
域
的
特
色
を
示
し
て
お
り
、

稚
児
の
し
ぐ
さ
の
古
風
さ
や
趣

向
を
凝
ら
し
た
出
で
立
ち
、
笠

切
な
ど
、
風
流
の
芸
能
の
特
色

を
顕
著
に
示
す
と
こ
ろ
が
国
に

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

●県内の国重要無形民俗文化財
文化財名 所在市町村 国指定日 ユネスコ登録

１ 阿蘇の農耕祭事 阿蘇市 Ｓ57.1.14

２ 菊池の松囃子 菊池市 Ｈ10.12.16

３ 八代妙見祭の神幸行事 八代市 Ｈ23.3.9 「山・鉾・屋台行事」

４ 球磨神楽 人吉市・球磨郡 Ｈ25.3.12

５ 野原八幡宮風流 荒尾市 Ｒ3.3.11 「風流踊」提案中

　

２
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
国

文
化
審
議
会
無
形
文
化
遺
産
部

会
に
お
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
の
提
案
候
補
で
あ
る

「
風
流
踊
」
41
件
の
中
に
野
原
八

幡
宮
風
流
が
追
加
で
選
定
さ
れ
、

３
月
３
日
の
国
無
形
文
化
遺
産

保
護
条
約
省
庁
連
絡
会
議
に
お

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の

候
補
に

風流節頭保存会
西
に し だ

田道
どうせい

世会長（73）

菰屋地区稚児
岩
い わ お

尾凱
か い と

斗さん
（四中　2 年）
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▲八幡小の風流・節頭学習で
児童に笛の吹き方を教える風
流節頭保存会の会員

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
へ

い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
再
提
案

が
決
定
し
ま
し
た
（
現
時
点
で

の
日
本
の
登
録
件
数
は
22
件
）。

　
昨
年
の
風
流
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
や
む
な
く
中
止
す
る
と
い

う
判
断
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
で
も
多
く
の
民
俗
芸
能
が
中

止
・
延
期
を
し
た
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
奉
納
す
る
な
ど
、
波

乱
な
年
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
で
、

地
域
の
人
々
が
大
切
に

守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た

風
流
が
大
き
く
評
価
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
市
に

と
っ
て
も
明
る
い
話
題
と

な
り
ま
し
た
。

風流の歴史がここに
「野原八幡宮風流」報告書
限定300部を好評頒布中！
●頒布場所　文化企画課世界遺
産・文化交流室
●価格　2,000円

1_野原地区の風流。稚児の青色の袴が特徴　2_川登地区の風流。
稚児の紫色の袴が特徴　3_菰屋地区の風流。稚児の黄色の袴が
特徴　4_稚児の周りで笛を吹く大人たち。稚児の経験者だけで
なく、大人になってから風流を始める人もいます
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